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調 査 研 究 課 題 火山活動の大気汚染物質高濃度事象に及ぼす影響の解析  
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調 査 研 究 の 目 的 

近年の大気汚染常時監視において、二酸化硫黄（SO2）、浮遊粒子状物
質（SPM）、微小粒子状物質（PM2.5）の環境基準超過（以下「高濃度事
象」という。）が数例発生している。本県は、阿蘇山、新燃岳、桜島な
どの活火山の東に位置するため、高濃度事象の一部については火山活動
による影響と推定され、平成 26年度から平成 28年度までに実施した「県
内における PM2.5 等大気汚染物質高濃度事象の総合的解析」でも報告し
たところである。 
 県では、平成 23 年度に小林保健所、平成 25 年度に高千穂保健所、平
成 26年度に西米良村健康増進広場と、順次測定局を整備し、県内を面的
に常時監視できる体制を整えてきた。 
本研究は、平成 26 年度から平成 30 年度にかけて蓄積した大気汚染常

時監視データを解析することで、火山活動が大気環境へ与える影響を明ら
かにすることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

調査研究成果の概要 

 
目標の達成状況 

行政施策への寄与度 
技術開発への寄与度 
県民への波及効果 
今後の発展性など 

平成 26年度から平成 30年度の常時監視データを解析した結果、19件
の SO2 の環境基準超過が確認された。また、この環境基準超過時刻の大
気の移動軌跡を後方流跡線により解析したところ、全ての事例で火山の方
角からの気流が確認された。内訳としては、阿蘇山の方角からの気流が
15 件、新燃岳の方角からの気流が 3 件、桜島の方角からの気流が 1 件で
あり、この期間の阿蘇山、新燃岳及び桜島において火山ガスの放出が活発
であったことを確認した。 

同時間帯の SPM及び PM2.5については、いくつかの測定局において、
SO2と同様の上昇傾向が確認された。また、PM2.5の成分濃度（都城高専
測定局）を新燃岳噴火前後で比較したところ、イオン成分においては
SO42-、無機元素成分においてはSi、K及びAl濃度の増加が見られた。この結
果より、新燃岳から排出された SO2ガスの一部が大気中で反応し SO42-を
生成したため増加したと考えられる。また、Si及びK濃度の増加については、
新燃岳の火山灰が安山岩組成であることが報告されていることから（東京大学
地震研究所）、安山岩の成分であるSiO2及びK2Oによるものと考えられる。 
以上よりSO2高濃度事象は気象条件と密接な関係があり、噴火の規模や

状況によっては、SPM 及び PM2.5にも影響を与えるケースがあることを
確認した。一方で、時間変化が緩やかな SPM及び PM2.5濃度の上昇にお
いては、黄砂や越境大気汚染物質の飛来による場合が主なケースだと考え
られるので、火山起源のケースと比較するためにも更なるデータの蓄積が
必要である。 
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